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○渋谷佐輔議長 日程第１、会議録署名議員の指

名であります。会議規則第81条の規定により、

ご指名いたします。 

 13番 蒲 生 光 男 議員 

 14番 安 部   隆 議員 

 15番 町 田 義 昭 議員 

 以上、３名の方にお願いいたします。 

 

 

 日程第２ 会期の決定 

 

 

○渋谷佐輔議長 次に、日程第２、会期の決定を

議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 今定例会の会期は、ただいま議会運営委員長

から報告がありましたとおり、本日から28日ま

での25日間と決定し、会議日程につきましては、

お手元に配付してあります平成29年第４回市議

会定例会会議日程表のとおり決するに、ご異議

ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 ご異議なしと認めます。 

 よって、そのように決定いたしました。 

 

 

 日程第３ 報告第９号 平成２８年 

 度決算に基づく健全化判断比率の報 

 告について 

 日程第４ 報告第１０号 平成２８ 

 年度決算に基づく公営企業の資金不 

 足比率の報告について 

 

 

○渋谷佐輔議長 それでは、日程第３、報告第９

号 平成28年度決算に基づく健全化判断比率の

報告について及び日程第４ 報告第10号 平成

28年度決算に基づく公営企業の資金不足比率の

報告についての２件を一括議題といたします。 

 報告を受けることといたします。 

 内谷重治市長。 

  （内谷重治市長登壇） 

○内谷重治市長 おはようございます。報告第９

号 平成28年度決算に基づく健全化判断比率に

つきまして、地方公共団体の財政の健全化に関

する法律第３条第１項の規定により、監査委員

の意見を付してご報告申し上げるものでござい

ます。 

 実質赤字比率及び連結実質赤字比率につきま

しては、実質赤字額及び連結実質赤字額が生じ

ませんでしたので、数値の計上はございません

でした。実質公債費比率につきましては、

11.1％、将来負担比率につきましては103.7％

となっておりますが、それぞれ国で定めており

ます早期健全化基準及び財政再生基準には達し

ない数値でございます。 

 続きまして、報告第10号 平成28年度決算に

基づく公営企業の資金不足比率につきまして、

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第22

条第１項の規定により、監査委員の意見を付し

てご報告申し上げるものでございます。 

 公営企業の資金不足比率につきましては、長

井市水道事業会計、長井市公共下水道事業特別

会計、長井市農業集落排水事業特別会計、長井

市浄化槽事業特別会計、長井市宅地開発事業特

別会計の各会計ともに資金不足額が生じません

でしたので、数値の計上はございませんでした。

したがいまして、国で定めております経営健全

化基準には該当しないものであります。 

 以上、ご報告申し上げます。 

○渋谷佐輔議長 報告第９号及び報告第10号の報

告が終わりました。 

 ただいまの報告に対し、ご質疑ございません

か。 
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  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 質疑もないので、これで報告第

９号及び報告第10号の報告を終わります。 

 

 

 日程第５ 報告第１１号 専決処分 

 の報告について（車両事故に係る損 

 害賠償の額の決定について） 

 

 

○渋谷佐輔議長 次に、日程第５、報告第11号 

専決処分の報告についての１件を議題といたし

ます。 

 報告を受けることといたします。 

 内谷重治市長。 

  （内谷重治市長登壇） 

○内谷重治市長 報告第11号 専決処分の報告に

ついてご説明申し上げます。 

 本案は、車両事故に係る損害賠償の額の決定

について専決処分させていただいたものでござ

います。 

 内容としましては、長井北中学校スクールバ

スが起こしました車両事故に関し、損害賠償の

請求者に対し７万3,440円をお支払いいたすも

のでございます。 

 車両の運転につきましては、事故のないよう

に常に指導しておるところでございますが、今

後とも、なお一層の注意を喚起し、安全運転に

努めてまいります。 

 以上、ご報告申し上げます。 

○渋谷佐輔議長 報告第11号の報告が終わりまし

た。 

 ただいまの報告に対し、ご質疑ございません

か。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 質疑もないので、これで報告第

11号の報告を終わります。 

 

 

 日程第６ 認第１号 平成２８年度 

 長井市歳入歳出決算認定について外 

 １５件 

 

 

○渋谷佐輔議長 次に、日程第６、認第１号 平

成28年度長井市歳入歳出決算認定についてから

日程第21、議案第81号 平成29年度長井市水道

事業会計補正予算第１号までの16件を一括議題

といたします。 

 提案者の説明を求めます。 

 内谷重治市長。 

  （内谷重治市長登壇） 

○内谷重治市長 認第１号 平成28年度長井市歳

入歳出決算認定について、ご説明申し上げます。 

 本案は、地方自治法第233条第３項の規定に

より、監査委員の意見を付してご提案申し上げ

るものでございます。 

 一般会計につきましては、歳入合計は、前年

度対比12.4％増の155億9,013万2,812円、歳出

合計は、前年度対比13.0％増の151億1,251万

1,436円となり、歳入歳出差引残額４億7,762万

1,376円を翌年度に繰り越しいたしております。

そのうち繰越明許費繰越額は1,234万5,040円で

ございます。 

 一般会計決算の全体的な特徴といたしまして

は、歳入におきましては、市税の増収が見込め

ない中にあって財源の確保に努めた結果、地方

交付税、国庫支出金などの増収を図ることがで

きました。これらにより、決算額は当初予算を

大きく上回るものとなりました。 

 歳出におきましては、平成27年度に策定した

長井市総合戦略の実施初年度として、教育、子

育てを中心とする市民生活の向上や地域経済活

性化のための今後のまちづくりの方向性を見据

えた事業に積極的に取り組んでまいりました。

このように各種施策を推し進めることができま
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したことは、議員の皆様を初め市民の皆様のご

理解とご協力のたまものであり、深く感謝を申

し上げる次第でございます。 

 なお、施策の詳細につきましては、平成28年

度主要な施策の成果報告書をご高覧くださいま

すようお願い申し上げます。 

 続きまして、特別会計についてご説明申し上

げます。 

 初めに、国民健康保険特別会計でございます

が、歳入は、前期高齢者交付金が8.1％増、県

支出金が12.7％増となったものの、国庫支出金

が10.6％減、繰越金が30.0％減となったことな

どにより、合計では前年度対比3.7％減の29億

2,096万514円となりました。歳出は、保険給付

費が5.1％減、後期高齢者支援金等が8.4％減と

なったことなどにより、合計では前年度対比

4.4％減の28億1,598万880円となりました。歳

入歳出差引残額は１億497万9,634円となり、翌

年度に繰り越しいたしております。 

 次に、公共下水道事業特別会計でございます

が、歳入は、国庫支出金が371.8％増となった

ものの、市債が42.8％減となったことなどによ

り、合計では、前年度対比0.5％減の11億284万

2,337円となりました。歳出は、公債費が9.6％

減となったことなどにより、合計では、前年度

対比0.6％減の11億122万196円となりました。

歳入歳出差引残額は162万2,141円となり、翌年

度に繰り越しいたしております。そのうち繰越

明許費繰越額は105万円でございます。 

 次に、山形鉄道運営助成事業特別会計でござ

いますが、歳入は、繰入金が36.4％増となった

ことなどにより、合計では、前年度対比47.4％

増の２億1,514万9,713円となり、歳出は、山形

鉄道助成費が35.7％増、基金積立金が60.4％増

となり、合計では、前年度対比47.4％増の２億

1,514万9,713円となりました。また、歳入合計

と歳出合計は同額となっております。 

 次に、農業集落排水事業特別会計でございま

すが、歳入は、一般会計繰入金が11.6％増とな

ったことなどにより、合計では、前年度対比

6.4％増の１億6,566万2,999円となり、歳出は、

農業集落排水事業費が21.4％増となったことな

どにより、合計では、前年度対比6.5％増の１

億6,515万3,557円となりました。歳入歳出差引

残額は50万9,442円となり、翌年度に繰り越し

いたしております。 

 次に、訪問看護事業特別会計でございますが、

歳入は、一般会計繰入金が11.3％減となったこ

となどにより、合計では、前年度対比1.2％減

の2,324万3,009円となり、歳出合計は、前年度

対比1.2％減の2,314万2,419円となりました。

歳入歳出差引残額は10万590円となり、翌年度

に繰り越しいたしております。 

 次に、介護保険特別会計でございますが、歳

入は、国庫支出金が7.0％増、支払基金交付金

が3.4％増となったことなどにより、合計では、

前年度対比4.1％増の30億8,647万3,107円とな

りました。歳出は、保険給付費が1.2％増、地

域支援事業費が13.6％増となったことなどによ

り、合計では、前年度対比2.1％増の29億6,711

万3,326円となりました。歳入歳出差引残額は

１億1,935万9,781円となり、翌年度に繰り越し

いたしております。 

 次に、浄化槽事業特別会計でございますが、

歳入は、国庫支出金が70.7％増となったことな

どにより、合計では、前年度対比9.3％増の１

億2,935万1,352円となり、歳出は、浄化槽事業

費が9.8％増となったことなどにより、合計で

は、前年度対比9.4％増の１億2,883万2,443円

となりました。歳入歳出差引残額は51万8,909

円となり、翌年度に繰り越しいたしております。 

 次に、後期高齢者医療特別会計でございます

が、歳入は、後期高齢者医療保険料が12.5％増

となったことなどにより、合計では、前年度対

比8.2％増の３億2,077万9,416円となり、歳出

は、後期高齢者医療広域連合納付金が8.0％増
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となるなど、合計では、前年度対比8.0％増の

３億1,495万6,183円となりました。歳入歳出差

引残額は582万3,233円となり、翌年度に繰り越

しいたしております。 

 次に、宅地開発事業特別会計でございますが、

歳入は、宅地売払収入の皆減などにより、合計

では、前年度対比79.4％減の465万5,488円とな

り、歳出は、宅地開発事業費が95.9％減となっ

たことなどにより、合計では、前年度対比

79.1％減の465万5,488円となりました。また、

歳入合計と歳出合計は同額となっております。 

 以上でございますが、詳細につきましては、

後日、一般会計は会計管理者が、特別会計は主

管課長が説明をいたしますので、概要について

ご説明申し上げたところでございます。 

 続きまして、認第２号 平成28年度長井市水

道事業会計決算の認定についてご説明申し上げ

ます。 

 当事業年度は、「将来にわたり安全で安定的

な給水のために」を基本理念としながら、災害

に強い水道施設づくりの一環として、県道・市

道の配水管布設替工事、時庭中継ポンプ場や平

野浄水場の老朽化した電気設備の更新工事を実

施するとともに、水道施設の維持管理に努め、

市民生活の向上に寄与してまいりました。これ

らの諸事業が順調に推移できましたのも、議員

の皆様を初め市民の皆様方のご協力のたまもの

と深く感謝を申し上げる次第でございます。 

 それでは、水道事業会計決算についてご説明

申し上げます。 

 収益的収入及び支出につきましては、収入決

算額は７億1,035万2,066円、支出決算額は６億

5,502万748円でございます。資本的収入及び支

出につきましては、収入決算額は6,186万9,480

円、支出決算額は４億567万7,500円となり、資

本的支出額に不足する３億4,380万8,020円は、

当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整

額並びに過年度分損益勘定留保資金、当年度分

損益勘定留保資金をもって補填をいたしました。 

 次に、経営状況でございますが、損益計算に

おきましては、営業収益は６億1,211万3,153円、

営業費用は５億1,913万725円、営業外収益、営

業外費用、特別利益、特別損失を含めた当年度

純利益は4,521万9,330円の黒字決算となりまし

た。 

 なお、詳細につきましては、後日、上下水道

課長からご説明申し上げますので、概要につい

てご説明申し上げたところでございます。 

 以上のとおりでございますが、監査委員より

別冊の決算審査意見書をいただいております。

賜りましたご意見を十分に尊重いたしまして、

今後とも効率的な運営を図ってまいります。 

 続きまして、議案第68号 平成28年度長井市

水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

ご説明申し上げます。 

 本案は、地方公営企業法第32条第２項の規定

に基づき、ご提案申し上げるものでございます。 

 処分の内容につきましては、平成28年度長井

市水道事業会計未処分利益剰余金３億8,955万

1,612円のうち、２億円を減債積立金に、１億

円を建設改良積立金に積み立て、残余を繰り越

しいたすものでございます。 

 続きまして、議案第69号 市営バス運行中の

事故に係る損害賠償の額の決定についてご説明

申し上げます。 

 本案は、市営バス車内における乗客の転倒事

故に係る損害賠償の額の決定についてご提案申

し上げるものでございます。 

 車両の運転につきましては、事故のないよう

常に指導しているところでございますが、今後

とも、なお一層の注意を喚起し、安全な運転に

努めてまいります。 

 次に、議案第70号 長井市児童センター及び

学童クラブ設置条例の一部を改正する条例の制

定についてご説明申し上げます。 

 本案は、長井市西根学童クラブの移設に伴い、
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所要の改正をいたすため、ご提案申し上げるも

のでございます。 

 議案第71号 平成29年度長井市一般会計補正

予算第４号についてご説明申し上げます。 

 第１条の歳入歳出予算の補正につきましては、

予算の総額に２億6,784万4,000円を追加いたし

まして、予算の総額を歳入歳出それぞれ143億

1,952万1,000円といたすものでございます。 

 このたびの補正につきましては、歳出の主な

ものといたしまして、今年度の人事異動に伴う

人件費の調整等をいたすとともに、ふるさと納

税事業4,446万2,000円、認可保育所運営費負担

金4,067万2,000円、定住促進住宅整備事業

3,908万5,000円などを追加いたすものでござい

ます。これらの財源といたしまして、長井市ふ

るさと応援寄附金3,000万円、民生費国県負担

金3,284万8,000円、普通交付税１億7,752万円、

前年度繰越金２億582万3,000円などを計上いた

すとともに、財政調整基金繰入金１億6,386万

4,000円、公共施設整備基金繰入金4,500万円、

臨時財政対策債1,673万7,000円などを減額いた

すものでございます。 

 第２条の地方債の補正につきましては、第２

表のとおり定めるものでございます。 

 次に、議案第72号 平成29年度長井市国民健

康保険特別会計補正予算第１号についてご説明

申し上げます。 

 本案は、歳入歳出予算の総額に793万6,000円

を追加いたしまして、予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ29億728万1,000円といたすものでござい

ます。 

 補正の内容でございますが、平成28年度退職

者医療交付金の額の確定に伴う償還金の補正と、

それに伴う歳入の補正でございます。 

 議案第73号 平成29年度長井市公共下水道事

業特別会計補正予算第２号についてご説明申し

上げます。 

 第１条の歳入歳出予算の補正につきましては、

予算の総額に436万円を追加いたしまして、予

算の総額を歳入歳出それぞれ13億6,565万5,000

円といたすものでございます。 

 補正の内容でございますが、人事異動による

人件費の増額補正をいたすとともに、充当財源

として一般会計繰入金を増額いたすものでござ

います。 

 議案第74号 平成29年度長井市山形鉄道運営

助成事業特別会計補正予算第１号についてご説

明申し上げます。 

 第１条の歳入歳出予算の補正につきましては、

予算の総額に276万5,000円を追加いたしまして、

予算の総額を歳入歳出それぞれ１億7,429万

7,000円といたすものでございます。 

 補正の内容でございますが、歳入につきまし

ては、経営の上下分離方式に伴う国庫補助金の

かさ上げ不足分として補助金相当を基金繰入金

に６万円計上するものでございます。また、諸

収入として、平成28年度の山形鉄道株式会社に

よる除雪費用等の圧縮に伴う山形鉄道運営助成

基金補助金の返還金270万5,000円を計上いたす

ものでございます。 

 歳出につきましては、山形鉄道助成費に６万

円、基金積立金に270万5,000円を増額いたすも

のでございます。 

 次に、議案第75号 平成29年度長井市農業集

落排水事業特別会計補正予算第２号についてご

説明申し上げます。 

 第１条の歳入歳出予算の補正につきましては、

予算の総額に890万5,000円を追加いたしまして、

予算の総額を歳入歳出それぞれ１億8,445万

2,000円といたすものでございます。 

 補正の主な内容でございますが、人事異動に

よる人件費の減額補正をいたすとともに、宅地

分譲に伴う汚水管布設工事等による工事費の増

額補正及び汚水管路埋設地に係る公有財産購入

費の増額補正をいたすものでございます。これ

ら補正の財源といたしまして、分担金及び一般
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会計繰入金を増額いたすものでございます。 

 次に、議案第76号 平成29年度長井市訪問看

護事業特別会計補正予算第１号についてご説明

申し上げます。 

 第１条の歳入歳出予算の補正につきましては、

予算の総額に60万1,000円を追加いたしまして、

予算の総額を歳入歳出それぞれ3,520万円とい

たすものでございます。 

 補正の内容でございますが、共済費等の変更

に伴う人件費の増額及び訪問看護ステーション

運営協議会の設置費用を計上いたすものでござ

います。補正の財源といたしまして、一般会計

繰入金を増額いたすものでございます。 

 議案第77号 平成29年度長井市介護保険特別

会計補正予算第１号についてご説明申し上げま

す。 

 第１条の歳入歳出予算の補正につきましては、

予算の総額に2,938万6,000円を追加いたしまし

て、予算の総額を歳入歳出それぞれ31億7,555

万3,000円といたすものでございます。 

 補正の主な内容でございますが、定時補助職

員の賃金等の組み替え、地域支援事業費に係る

職員共済費の増額、在宅医療・介護連携推進事

業費の減額及び事業確定による過年度分償還金

を増額いたすものでございます。これらの財源

として、国庫補助金、一般会計繰入金及び前年

度繰越金を増額いたすものでございます。 

 議案第78号 平成29年度長井市浄化槽事業特

別会計補正予算第１号についてご説明申し上げ

ます。 

 第１条の歳入歳出予算の補正につきましては、

予算の総額から475万4,000円を減額いたしまし

て、予算の総額を歳入歳出それぞれ１億5,013

万9,000円といたすものでございます。 

 補正の内容でございますが、人事異動に伴う

人件費の減額をいたすもので、充当財源として

一般会計繰入金を減額いたすものでございます。 

 次に、議案第79号 平成29年度長井市後期高

齢者医療特別会計補正予算第１号についてご説

明申し上げます。 

 第１条の歳入歳出予算の補正につきましては、

予算の総額に30万円を追加いたしまして、予算

の総額を歳入歳出それぞれ３億2,733万8,000円

といたすものでございます。 

 このたびの補正は、後期高齢者医療保険料還

付金の増額をいたすもので、その財源として、

繰越金の増額をいたすものでございます。 

 議案第80号 平成29年度長井市宅地開発事業

特別会計補正予算第１号についてご説明申し上

げます。 

 第１条の歳入歳出予算の補正につきましては、

予算の総額に3,075万2,000円を追加いたしまし

て、予算の総額を歳入歳出それぞれ3,615万

9,000円といたすものでございます。 

 補正の内容でございますが、歳入につきまし

ては、宅地造成費の充当財源の一般会計繰入金

及び宅地開発事業債を増額いたすものでござい

ます。歳出につきましては、宅地造成費に係る

役務費、工事請負費及び公有財産購入費を増額

いたすものでございます。 

 最後になりますけれども、議案第81号 平成

29年度長井市水道事業会計補正予算第１号につ

いてご説明申し上げます。 

 補正の内容につきましては、第２条の業務の

予定量におきまして、消火栓設置工事に係る配

水施設整備費に102万6,000円を増額補正いたす

ものでございます。 

 第３条の収益的収入及び支出におきまして、

職員の異動に伴い、支出の水道事業費用から

416万7,000円を減額いたすものでございます。 

 第４条の資本的収入及び支出におきまして、

本文括弧書き中の条文を改め、収入の分担金及

び負担金に一般会計負担金として102万6,000円

を追加いたし、支出の建設改良費から消火栓設

置工事費用と職員の異動に伴う減額の差額分64

万4,000円を減額いたすものでございます。 
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 第５条につきましては、条文のとおり改める

ものでございます。 

 以上、よろしくご審議賜りますようお願い申

し上げます。 

○渋谷佐輔議長 提案者の説明が終わりました。 

 ここで、監査委員より認第１号及び認第２号

の決算２件について監査の報告を求めます。 

 堀越俊一郎監査委員。 

  （堀越俊一郎監査委員登壇） 

○堀越俊一郎監査委員 おはようございます。監

査委員を代表し、平成28年度長井市一般会計及

び特別会計歳入歳出決算並びに水道事業会計決

算について、審査の結果と決算の概要及び意見

を述べさせていただきます。 

 一般会計及び特別会計につきましては、市長

から提出されました歳入歳出決算書、実質収支

に関する調書、財産に関する調書及び基金の運

用状況について関係書類、帳簿等を照合すると

ともに、関係職員の説明を聴取する方法によっ

て処理の適法性、計数の正確性などに主眼を置

いて審査いたしました。その結果、各会計の決

算及び基金の運用状況を示す書類の計数及び予

算の執行等は、適正なものと認めました。 

 水道事業につきましても、地方公営企業法第

３条の基本原則に従い、適正に処理されている

かを重点に、決算報告書及び財務諸表をもとに

経営成績及び財政状態について審査いたしまし

た。その結果、決算書及び附属書類は、経営成

績並びに財政状況を適正に表示していると認め

ました。 

 次に、各会計の決算の内容について特徴的な

点について述べたいと思います。 

 初めに、一般会計及び特別会計でございます。 

 歳入歳出決算審査意見書の40ページをごらん

ください。Ⅰ、概要。本年度の一般会計に特別

会計を合わせた総計決算額は、歳入235億5,925

万1,000円、歳出228億4,871万6,000円で、歳入

歳出差引残額７億1,053万5,000円から翌年度へ

繰り越すべき財源1,234万5,000円を差し引いた

実質収支額は６億9,819万円の黒字となってい

ます。単年度収支では、一般会計が2,594万

1,000円の赤字、特別会計が8,040万7,000円の

黒字となり、総計では5,446万6,000円の黒字と

なりました。 

 Ⅱ、決算の状況。１、一般会計。（１）歳入。

歳入は155億9,013万3,000円で、前年度に比べ

17億1,441万4,000円、12.4％増加しています。

これは主に寄附金や繰越金、諸収入、地方消費

税交付金などは減少しましたが、繰入金や地方

交付税、国庫支出金、市債が増加したことによ

るものです。 

 財源別内訳では、自主財源と依存財源の構成

比率は32.1％対67.9％となり、前年度に比べ依

存財源の比率が5.4ポイント高くなっています。

自主財源は、前年度に比べ１億9,767万5,000円、

3.8％減少しています。自主財源の根幹をなす

市税収入は31億9,786万5,000円で、ほぼ前年度

並みの90万2,000円の微増となりました。これ

は主に、法人市民税、固定資産税、市たばこ税

などが4,473万5,000円減少したものの、個人市

民税で3,217万9,000円、軽自動車税で1,345万

8,000円の増加があったことによるものです。 

 また、依存財源は前年度に比べ19億1,208万

9,000円、22.0％と大幅な増加となっています。

これは主に地方消費税交付金が5,808万2,000円

減少しましたが、前年度の錯誤分を加えた地方

交付税51億1,937万円が９億6,989万9,000円、

国庫支出金19億8,421万9,000円が４億252万

8,000円、公園整備事業債や都市再生整備事業

債等の増加により、市債17億4,361万4,000円が

５億8,946万3,000円と大幅に増加したことによ

るものです。 

 （２）歳出。歳出は151億1,251万1,000円で、

前年度に比べ17億4,116万4,000円、13.0％増加

しています。これは主に、議会費、衛生費、労

働費、商工費が減少し、災害復旧費が皆減とな
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りましたが、総務費、民生費、農林水産業費、

土木費、消防費、教育費が増加したことによる

ものです。 

 一般会計を性質別経費で見ると、消費的経費

は87億2,321万円で、前年度に比べ６億1,506万

8,000円、7.6％増加しています。その内訳とし

て、人件費21億17万7,000円が人事院勧告等に

伴い1,251万4,000円増、物件費18億8,703万

8,000円が各種基金積立金の増加などで１億

5,115万8,000円増加、維持補修費４億5,908万

2,000円は、道路除雪経費の増加などで１億

3,390万2,000円増加、扶助費24億4,222万2,000

円は年金生活者等生活支援臨時福祉給付金等の

増加により２億5,835万8,000円増加しています。 

 投資的経費は25億4,896万8,000円で、前年度

に比べ７億3,014万5,000円、40.1％の増加とな

りました。災害復旧事業費や豊田小学校体育館

大規模改修工事費などが皆減しましたが、野球

場改修工事費の増加や観光交流センター建設工

事費、平野小学校校舎大規模改修工事費、小・

中学校空調設備設置工事、豊田学童クラブ施設

工事費の皆増などにより増加したものです。そ

の他の経費は38億4,033万3,000円で、前年度に

比べ３億9,595万円、11.5％増加しています。

内訳として、公債費、投資・出資金・貸付金、

繰出金はそれぞれ減少していますが、積立金は

４億4,913万6,000円増加しています。これは公

共施設整備基金積立金が４億5,641万6,000円増

加したことによるものです。 

 （３）収入未済額。本年度の一般会計の調定

額に対する収入率は、前年度に比べ0.3ポイン

ト高い99.6％となっています。収入未済額は

4,575万1,000円で、前年度に比べ1,704万8,000

円、27.1％減少しています。収入未済額のうち

市税は3,224万4,000円で70.5％を占めますが、

前年度に比べ4.5ポイント減少しました。市税

の現年度課税分と滞納繰越分を合わせた収納率

は98.35％、県内13市平均94.86％で、前年度に

比べ0.77ポイント向上し、県内13市で５年連続

１位となりました。また、現年度課税分も

99.50％、県内13市平均98.92％の高い収納率と

なり、今年度は0.04ポイントの僅差で２位とな

っています。今後とも負担の公平性や健全財政

確保のために引き続き未済額の縮減に取り組ん

でいただきたいと思います。 

 ２、特別会計。（１）歳入。歳入は、９会計

の合計で79億6,911万8,000円となり、前年度に

比べ１億122万5,000円、1.3％増加しています。

これは主に、国民健康保険特別会計で１億

1,189万9,000円、宅地開発事業特別会計で

1,789万9,000円などの減少がありましたが、山

形鉄道運営助成事業特別会計で6,916万1,000円、

介護保険特別会計で１億2,196万2,000円、後期

高齢者医療特別会計で2,441万8,000円増加した

ことなどによるものです。一般会計からの繰入

金は、９会計を合わせて15億1,818万1,000円と

なり、前年度に比べ851万1,000円とわずかに減

少しました。特別会計の歳入における一般会計

からの繰入金の割合は0.3ポイント低下し、

19.1％となっています。 

 （２）歳出。歳出は77億3,620万4,000円で、

前年度に比べ2,081万7,000円、0.3％の微増と

なりました。これは主に国民健康保険特別会計

で１億3,046万8,000円、宅地開発事業特別会計

で1,761万1,000円など減少しましたが、山形鉄

道運営助成事業特別会計で6,916万1,000円、介

護保険特別会計で6,208万5,000円、後期高齢者

医療特別会計で2,320万円増加したことなどに

よるものです。その結果、一般会計と特別会計

の歳出決算額における各会計相互間の繰入、繰

出金15億4,313万3,000円の重複分を相殺消去す

ると、純計決算額に占める特別会計の割合は

36.3％となり、前年度に比べ3.2ポイント低く

なっています。 

 （３）収入未済額。特別会計の収入未済額は

全体で7,730万円となり、前年度に比べ4,394万



 

―１３― 

1,000円、36.2％減少しています。不納欠損額

は674万9,000円、20.4％増加していますが、そ

れを考慮しても、前年度に引き続き収入未済額

が大幅に減少していることは特筆すべきことで

す。国民健康保険税の収入未済額は特別会計全

体の収入未済額の約72.2％を占めています。そ

の国民健康保険税の収納率は、現年度分、滞納

繰越分合計で前年度を4.33ポイント上回り

86.19％となっています。なお、現年度課税分

の収納率も前年度を0.59ポイント上回り

98.33％となり、国民健康保険税の現年度分で

も県内13市で前年度に続き２年連続トップの収

納率となりました。 

 Ⅲ、財政状況。市債残高は一般会計で126億

2,097万1,000円、特別会計で76億4,445万6,000

円、合計で202億6,542万7,000円です。前年度

に比べ合計で１億3,759万円、0.7％増加しまし

た。市債残高は、平成11年度から連続して減少

していましたが、17年ぶりに増加したことにな

ります。 

 基金積立については、公共施設整備基金が前

年度に比べ４億5,661万6,000円、127.4％増加

したことなどから基金の合計額は４億7,848万

3,000円、21.3％増加し、年度末の現在高は27

億2,614万4,000円となりました。財政調整基金

の標準財政規模に占める割合は、標準財政規模

が増加したことから前年度に比べ1.3ポイント

低い11.6％となりました。また、減債基金は年

度末残高で8,846万4,000円となり、前年度に比

べ2,673万8,000円増加しています。 

 普通会計における財政分析指標の状況を見る

と、単年度の債務返済の割合を示す実質公債費

比率は前年度に比べ0.7ポイント下がり11.1％

となりました。負債の大きさをあらわす将来負

担比率も13.8ポイント下がり103.7％となり、

財政構造の弾力性を示す経常収支比率も9.2ポ

イント下がり84.7％と改善しています。これは

錯誤分により地方交付税が一時的に増加し、経

常一般財源が大幅に増加したことによるもので

す。次年度以降、地方交付税が通常の水準に戻

った場合は数値が上昇することが予想されます。

このことを踏まえて、より慎重な事業の執行と

財政運営を進めることが必要です。 

 Ⅳ、まとめ。山形県の最低賃金は平成24年以

降、毎年２桁の引き上げが行われており、直近

の平成28年10月には過去最大の21円が引き上げ

られ、時間額717円となりました。ちなみに東

京都の最低賃金は932円で、かつての民主党の

マニフェスト、最低賃金1,000円に近づきつつ

あります。また、平成29年５月末の正社員の求

人倍率を見ると、山形県平均で0.92倍、特に長

井公共職業安定所管内は1.19倍となっており、

県内一の過熱ぶりです。地域の中小零細企業で

は人手不足による機会損失リスクが現実となる

おそれがあります。 

 ６月22日、政府は、月例経済報告における景

気の基調判断を６カ月ぶりに上方修正しました。

一部改善の動きも見られるがという前段の部分

が省略され、景気は緩やかな回復基調が続いて

いるというシンプルな表現になりました。緩や

かな回復基調という言葉は、過去38カ月間連続

で使われています。最近の労働市場や政府が旗

を振る最低賃金の引き上げを見る限り、まさに

景気は緩やかに回復しています。一方、高齢者

の生活の基盤である公的年金は賃金水準や物価

水準にスライドする仕組みになっていますが、

平成29年４月分からの年金水準は前年度から

0.1％下落しました。アベノミクスと日銀が物

価目標２％を打ち上げたのは５年前です。いま

だ税と社会保障の一体改革は道半ばであり、国

と地方を合わせた基礎的財政収支の問題は棚上

げにされたままです。 

 このような環境の中、平成28年度は長井市が

積極的な施設整備へかじを切った年として記憶

されるのではないでしょうか。ワイズスペンデ

ィングとは、経済学者のケインズがいう賢い支
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出という意味の英語です。不況対策のために財

政出動する際は、将来的に利益や利便性を生み

出すことが見込まれる事業や分野に対して選択

的に行うことが望ましいという意味で用いられ

ます。入りには限りがあります。引き続き賢明

なる財政運営をお願いするものであります。 

 次に、水道事業会計でございます。 

 意見書の水道、12ページでございます。Ⅰ、

概要。「第五次長井市総合計画及び第４次拡張

（変更）事業」認可に基づき、水道事業の経営

の効率化と水道水の安全・安定供給のため、計

画的に配水施設整備事業等を実施し、給水人口

の減少により経常収益が微減、マイナス1.0％

となる中で、当年度純利益4,521万9,000円を確

保しました。また、国の新水道ビジョンを踏ま

え、人口減少が進む中で将来にわたって安全で

強靱な水道を持続していくため、平成20年に策

定した長井市地域水道ビジョン、長井市水道事

業基本計画を見直し、長井市新水道ビジョンの

策定を行っています。本年度の建設改良事業費

税込みの主なものは、配水管布設整備工事費

6,184万5,000円、８件、消火栓設置工事費186

万9,000円で、その他の資産購入の主なものは、

時庭中継ポンプ場電気計装設備、送水ポンプ設

置工事における機械設備の購入6,132万6,000円

などです。 

 Ⅱ、決算の状況。収益的収支においては、営

業収益は前年度に比べ572万7,000円、0.9％減

の６億1,211万3,000円、営業外収益は前年度に

比べ88万2,000円、0.8％減の4,726万7,000円と

なり、経常収益は前年度に比べ660万9,000円、

1.0％減の６億5,938万円となりました。営業費

用は前年度に比べ542万6,000円、1.1％増の５

億1,913万1,000円、営業外費用は前年度に比べ

586万7,000円、6.0％減の9,243万4,000円とな

り、経常費用は前年度に比べ44万1,000円、

0.1％減の６億1,156万4,000円となりました。

その結果、経常利益は前年度に比べ616万7,000

円、11.4％減少し、4,781万6,000円となりまし

た。これに特別利益を加え特別損失を差し引い

た当年度純利益は4,521万9,000円となり、前年

度に比べ874万4,000円、16.2％減少しました。 

 要因としては、収益では、給水収益、長期前

受金戻入は前年度とほぼ同じでしたが、アパー

トの建築が一段落し、加入金が498万円、

42.8％減少し、受託工事収益も236万2,000円、

93.3％減少したためです。また、費用では、浄

水及び配給水費が2,405万7,000円、18.0％増加

したものの、業務及び総係費で685万3,000円、

13.0％、資産減耗費で781万4,000円、71.0％、

支払利息で583万円、5.9％減少したのを初め全

ての項目で減少しています。減価償却費の構成

比率は事業費用の５割を超えています。 

 貸借対照表によると、資産総額は74億1,762

万7,000円で、前年度に比べ１億6,226万7,000

円、2.1％減少しています。これは主に、流動

資産では現金及び預金、営業未収金が増加し、

その他の項目は前年度とほぼ同じでしたが、構

築物、機械及び装置、ダム使用権等、固定資産

が減少したことによるものです。また、負債・

資本については、前年度に比べ利益剰余金は

4,521万9,000円、10.7％増加しましたが、固定

負債が１億9,838万8,000円、5.1％、繰延収益

が4,273万8,000円、3.4％それぞれ減少してい

ます。資本金に変動はありませんでした。企業

債に関しては、前年度に比べ元金の償還が

1,157万9,000円多かったことにより、給水収益

に対する企業債元利償還比率は１ポイント上昇

し、58.4％となりました。企業債年度末現在高

は１億9,157万3,000円減少し、39億1,635万

7,000円となりました。平成28年度の業務活動

によるキャッシュフローは３億4,027万円の増

加、投資活動によるキャッシュフローは１億

4,225万1,000円の減少、財務活動によるキャッ

シュフローは１億9,157万3,000円の減少となり、

平成28年度期末残高は６億2,522万円となりま



 

―１５― 

した。 

 Ⅲ、水道事業の現状と今後。本年度の給水量

は315万1,608立米でした。うち有収水量は254

万7,148立米で、前年度に比べ１万5,644立米、

0.6％減少しました。大きな要因は、給水人口

の減少で、年度末の給水人口は前年度に比べ

130人、0.5％減の２万6,814人となりました。

また、水洗トイレの節水機能の向上や節水意識

の向上なども影響しているものと思われます。 

 本年度末の有収率は前年度に比べ0.5ポイン

ト低下し80.8％となり、この10年間で最も低い

結果となりました。継続的に漏水調査を実施し、

漏水の早期発見に努めるとともに、補助事業等

を活用しながら配水管の布設替えを進めるなど、

施設全体の効率的な更新を推進し、有収率の向

上に努めていただきたいと思います。収納対策

としては、今年度も年間３回の催告を行うとと

もに、引き続き徴収員１名を雇用し、未収金回

収に当たりました。また、初期段階の滞納者や

少額の滞納者に対し積極的に連絡をとり、納付

の勧奨を行うなど大口の滞納者をつくらない取

り組みを行っています。今後も未納の初期段階

からの対応を徹底し、事業経営の根幹をなす給

水収益の確保に努めていただきたいと思います。 

 Ⅳ、まとめ。平成28年度施政方針には、水道

事業について、有収率の低下が著しいことから、

不明水調査のための管路流量調査に着手してま

いりますと記述されています。長井市の水道水

は野川水系の豊富な地下水です。地下水自体は、

基本的にはただです。しかし、地下水をくみ上

げ、水道水として提供するまでには費用がかか

ります。単純に平成28年度の営業費用５億

1,913万円に100％から有収率を差し引いた数字

である19.2％を掛けると、その額は１億円近く

に上ります。長井市の水道水はおいしい反面、

水道料金は決して安くはありません。有収率の

低下は最終的には市民の暮らしに影響を及ぼし

ます。温泉のかけ流しとは違い、水道の垂れ流

しはあってはならないことです。施政方針にも

かかわらず、有収率の悪化に歯どめがかからな

かったことは残念です。供給された水道水の２

割近くが垂れ流し状態にあることについては、

危機意識を持って見守らざるを得ません。アセ

ットマネジメントに基づく効果的な対策を期待

したいと思います。 

 以上、決算審査の報告といたします。ご清聴

ありがとうございました。 

○渋谷佐輔議長 監査委員の報告が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 まず、日程第６、認第１号から日程第８、議

案第68号までの質疑を行います。 

 なお、本決算２件及び関連議案１件につきま

しては、議長及び議会選出監査委員を除く全員

をもって構成する決算特別委員会を設置し、ご

審査いただく予定でありますので、その点お含

みの上、ご質疑をお願いいたします。 

 それでは、日程第６、認第１号 平成28年度

長井市歳入歳出決算認定についての１件につい

て、ご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 質疑もないので、質疑を終結い

たします。 

 次に、日程第７、認第２号 平成28年度長井

市水道事業会計決算認定についての１件につい

て、ご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 質疑もないので、質疑を終結い

たします。 

 次に、日程第８、議案第68号 平成28年度長

井市水道事業会計未処分利益剰余金の処分につ

いての１件について、ご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 質疑もないので、質疑を終結い

たします。 

 次に、日程第９、議案第69号及び日程第10、

議案第70号の質疑を行います。 



 

―１６― 

 なお、これからの一般議案２件につきまして

は、所管する常任委員会に付託の上、ご審査い

ただく予定でありますので、その点お含みの上、

ご質疑をお願いいたします。 

 それでは、日程第９、議案第69号 長井市営

バス運行中の事故に係る損害賠償の額の決定に

ついての１件について、ご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 質疑がないので、質疑を終結い

たします。 

 次に、日程第10、議案第70号 長井市児童セ

ンター及び学童クラブ設置条例の一部を改正す

る条例の制定についての１件について、ご質疑

ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 質疑もないので、質疑を終結い

たします。 

 次に、日程第11、議案第71号から日程第21、

議案第81号までの質疑を行います。 

 なお、これからの予算議案11件につきまして

は、予算特別委員会を設置し、ご審査いただく

予定でありますので、その点お含みの上、ご質

疑をお願いいたします。 

 まず、日程第11、議案第71号 平成29年度長

井市一般会計補正予算第４号の１件について、

ご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 質疑もないので、質疑を終結い

たします。 

 次に、日程第12、議案第72号 平成29年度長

井市国民健康保険特別会計補正予算第１号の１

件について、ご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 質疑もないので、質疑を終結い

たします。 

 次に、日程第13、議案第73号 平成29年度長

井市公共下水道事業特別会計補正予算第２号の

１件について、ご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 質疑もないので、質疑を終結い

たします。 

 次に、日程第14、議案第74号 平成29年度長

井市山形鉄道運営助成事業特別会計補正予算第

１号の１件について、ご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 質疑もないので、質疑を終結い

たします。 

 次に、日程第15、議案第75号 平成29年度長

井市農業集落排水事業特別会計補正予算第２号

の１件について、ご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 質疑もないので、質疑を終結い

たします。 

 次に、日程第16、議案第76号 平成29年度長

井市訪問看護事業特別会計補正予算第１号の１

件について、ご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 質疑もないので、質疑を終結い

たします。 

 次に、日程第17、議案第77号 平成29年度長

井市介護保険特別会計補正予算第１号の１件に

ついて、ご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 質疑もないので、質疑を終結い

たします。 

 次に、日程第18、議案第78号 平成29年度長

井市浄化槽事業特別会計補正予算第１号の１件

について、ご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 質疑もないので、質疑を終結い

たします。 

 次に、日程第19、議案第79号 平成29年度長

井市後期高齢者医療特別会計補正予算第１号の

１件について、ご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 質疑もないので、質疑を終結い
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たします。 

 次に、日程第20、議案第80号 平成29年度長

井市宅地開発事業特別会計補正予算第１号の１

件について、ご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 質疑もないので、質疑を終結い

たします。 

 次に、日程第21、議案第81号 平成29年度長

井市水道事業会計補正予算第１号の１件につい

て、ご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 質疑もないので、質疑を終結い

たします。 

 以上で全議案に対する質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 日程第６、認第１号 平成28年度長井市歳入

歳出決算認定についてから、日程第８、議案第

68号 平成28年度長井市水道事業会計未処分利

益剰余金の処分についてまでの決算２件、及び

関連議案１件を審査するため、議長及び議会選

出監査委員を除く全員をもって構成する決算特

別委員会を設置いたしたいと思いますが、これ

にご異議ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 ご異議なしと認めます。 

 よって、議長及び議会選出監査委員を除く全

員をもって構成する決算特別委員会を設置する

ことに決定いたしました。 

 認第１号から議案第68号までの決算２件及び

関連議案１件につきましては、ただいま設置す

ることに決定しました決算特別委員会に付託す

ることといたします。 

 お諮りいたします。 

 日程第９、議案第69号 長井市営バス運行中

の事故に係る損害賠償の額の決定について及び

日程第10 議案第70号 長井市児童センター及

び学童クラブ設置条例の一部を改正する条例の

制定についての一般議案２件は、別紙付託表の

とおり、所管する常任委員会に付託の上、ご審

査願いたいと思いますが、これにご異議ござい

ませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 ご異議なしと認めます。 

 よって、そのように決定いたしました。 

 お諮りいたします。 

 日程第11、議案第71号 平成29年度長井市一

般会計補正予算第４号から日程第21、議案第81

号 平成29年度長井市水道事業会計補正予算第

１号までの予算議案11件を審査するため、議長

を除く全員をもって構成する予算特別委員会を

設置いたしたいと思いますが、これにご異議ご

ざいませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 ご異議なしと認めます。 

 よって、議長を除く全員をもって構成する予

算特別委員会を設置することに決定いたしまし

た。 

 予算議案11件は、ただいま設置することに決

定いたしました予算特別委員会に付託すること

といたします。 

 

 

 日程第２２ 請願第２号 憲法９条 

 を改憲しないよう国に求める意見書 

 提出の請願 

 日程第２３ 請願第３号 地方財政 

 の充実・強化を求める意見書提出方 

 請願 

 

 

○渋谷佐輔議長 日程第22、請願第２号 憲法９

条を改憲しないよう国に求める意見書提出の請

願及び日程第23、請願第３号 地方財政の充

実・強化を求める意見書提出方請願の２件を一

括議題といたします。 

 お諮りいたします。 
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 本請願２件は、別紙付託表のとおり、関係す

る常任委員会に付託の上、ご審査願いたいと思

いますが、これにご異議ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 ご異議なしと認めます。 

 よって、そのように決定いたしました。 

 

 

   散     会 

 

 

○渋谷佐輔議長 本日は、これをもって散会いた

します。ご協力ありがとうございました。 

 

 

    午前１１時１５分 散会 


